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　第２次安倍改造内閣発足に伴い、安倍晋三

内閣総理大臣をはじめ、各大臣・副大臣が川

内村を訪れ、村民への激励と復興状況の視察

を行いました。

　� 関連ページ　２ページ

川内村民へ激励 復興状況を視察
今月のわだい

■ふたばワールド2014…… ３ページ
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川内村の復興状況を視察川内村の復興状況を視察川内村の復興状況を視察

9月25日　
小渕優子経済産業大臣

▲仮設住宅を訪問

▲仮置き場について説明を受ける ▲仮設住宅で交流

▲要望書を手渡しました

▲子どもたちとあやとり

▲要望書を提出

9月17日　
安倍晋三首相

9月10日　
高木陽介経済産業副大臣、
赤羽一嘉前経済産業副大臣

▲五社の杜サポートセンターにて交流

▲村民との意見交換

9月11日　
竹下亘復興大臣

　第2次安倍改造内閣発足に伴い、9月10日に高木陽介経済産業副大臣が、9月11

日に竹下亘復興大臣が、9月17日に安倍晋三首相が、9月25日に小渕優子経済産業

大臣が川内村を訪れ、村民への激励や意見交換、子どもたちとの交流をした後、仮

置き場や新規参入企業のコドモエナジー、KiMiDoRiなど、復興状況の視察を行い

ました。
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一緒に創ろう…ふたばの明日一緒に創ろう…ふたばの明日一緒に創ろう…ふたばの明日
“ふたばワールド 2014 in かわうち”を開催！“ふたばワールド 2014 in かわうち”を開催！“ふたばワールド 2014 in かわうち”を開催！
　９月28日（日）、川内小学校を会場に、『ふ
たばワールド2014inかわうち』を開催しま
した。このイベントは、全国に分散避難して
いる双葉地方住民の交流の機会を創出するイ
ベントにより、「ふるさとふたば」の絆を繋ぎ、
復興に向けた意識の高揚を図ることを目的に
開催され、予想を大きく超える6,500名の来
場者で賑わいました。
　ステージでは、広野昇龍太鼓の迫力ある演
奏から始まり、堀内孝雄さんによる復興応援
ライブやテツandトモさんによるお笑いライ
ブ、双葉郡の各種団体によるフラダンスや
YOSAKOIの披露など会場が一体となり盛り
上がりました。本村からは、カプアモキハナ
川内サークル（フラダンス）が出演し、優雅
な踊りを披露しました。

　会場内では、双葉地方の食材８品で作った
「ハッピー八品鍋」が振る舞われたり、ご当
地の美味しい料理などの直売や郡内町村のＰ
Ｒブース、各団体による趣向を凝らした出展、
ふたばの特産品があたるスタンプラリーなど
多彩なイベントとなりました。
　小学校内では、双葉郡教育復興ビジョン推
進協議会による「カエルと森の学校」が開催
され、郡内の小中学校による活動報告パネル
展示や思い出の写真展、伝統芸能発表、ふる
さと創造学模擬授業など多彩なイベントが行
われ、来場者は各学校の取り組みを真剣に見
学していました。
　来場者は、再開を喜びあったり、心境を話
しながら、楽しい１日を過ごしていました。

ふるさとふたばにメッセージ
「巨大アート」

堀内孝雄さんの
復興応援ライブ

広野昇龍太鼓の迫力ある演奏

出演者と楽しいひと時

多くの来場者で盛り上がる

大好評「ハッピー八品鍋」工藤公康さんの野球教室
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　川内村消防団・婦人消防隊秋季検閲式　

　交通功労賞受賞　秋の全国交通安全運動実施

 去る10月５日(日)村体育センターにお

いて平成26年度川内村消防団・婦人消防

隊秋季検閲式が各関係機関の来賓の方々

をお迎えし、消防団員42名、婦人消防隊

34名が参加し開催されました。

　秋元団長より、消防団としての役割を

果たすとともに、本村の復興再生の一助

となるよう消防団の団結を、さらに期す

る考えであること、消防団、婦人消防隊

の皆さんに消防に課せられた任務の再認

識をし、地域の安全確保のため、なお一

層の尽力をお願いすると挨拶がありまし

た。

　９月22日、川内村では、富岡地区交通

安全協会秋元政志川内分会長を中心に、

国道399号線沿いに桃太郎旗50本を設置し

ドライバーへの交通安全・

事故防止の啓発を行いま

した。

　10月10日、第63回福島県交通安全県民

大会が会津若松市風雅堂で開催されまし

た。大会では、佐久間いく子さんが交通

安全功労者、横田忠さんが優良運転者と

して福島県警察本部長・福島県交通安全

協会長連盟表彰を受賞しました。おめで

とうございます。

左から横田忠さん、佐久間いく子さん
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避難指示区域の見直しに伴うパトロール強化出動式

シャープ川内平伏森太陽光発電所建設に係る　
　　　　　　　　安全祈願祭　　　　　　　　

　　　　災害公営住宅基本協定締結式　　　　

　10月１日、川内村の避難指示準備区域

の解除、ならびに居住制限区域から避難

指示解除準備区域への見直しに伴う、村

内パトロール強化出動式が、役場前駐車

場で行われました。出動式では村長が「村

内の防犯に協力してほしい」と述べ、渡

部双葉署長から「帰還する方が安全で安

心できる環境づくりに取り組みたい」と

決意を表しました。

　９月29日川内村役場において、「川内村」

と「積水ハウス株式会社」の災害公営住

宅整備に関する基本協定締結式が行われ、

村長と永山恵信郡山支店長が協定書を結

びました。

　災害公営住宅は宮ノ下地区に平成27年

５月末の完成を目指し、建設されます。

　10月８日に、施行者シャープ㈱により、

上川内字平伏森地内の建設予定地におい

て、太陽光発電所建設に係る安全祈願祭

が行われました。国内大手のシャープが

手掛け、来年10月からの運転開始を目指

します。安全祈願祭には、村長をはじめ、

村議会議員が出席しました。
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　第24回福島県市町村対抗ゲートボール大会が10月

５日（日）、西会津町さゆり公園ふれあい広場で開催

され、当村から６名の選手が出場しました。この大

会は、福島県ゲートボール協会の主催で、県内各地

から市町村代表の32チームが出場しました。

　リーグ戦で惜しくも敗退してしまいましたが、来

年の大会に向けて練習に励み好成績を誓い合ってい

ました。

市町村対抗ゲートボール大会が開催されました

第
８
回  

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

　

第
８
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
は
９
月
13
日
に
開
幕
し
、

14
日
富
岡
町
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

好
機
を
活
か
し
た
富
岡
町
に
４
点

を
奪
わ
れ
、
塁
を
進
め
る
も
得
点
で

き
ず
４
対
０
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
女
子
を
中
心
と
す
る
応
援

団
が
立
ち
あ
が
り
、
村
民
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
、
選
手
と
共
に
心
を
ひ

と
つ
に
川
内
村
の
た
め
頑
張
り
ま
し

た
。

　

選
手
、
応
援
団
を
は
じ
め
村
民
の

皆
様
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
次

回
の
活
躍
期
待
し
ま
す
。

選
手
・
応
援
団
が
ひ
と
つ
に
！
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第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
、
11
月
16
日
、
白
河

市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

福
島
県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
単
独
で

の
出
場
が
難
し
い
7
町
村
（
葛
尾
村
、檜
枝
岐
村
、

湯
川
町
、
金
山
町
、
昭
和
村
、
三
島
町
、
川
内
村
）

の
合
同
チ
ー
ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
と
し
て
出
場

し
ま
す
。
本
村
か
ら
は
６
名
の
選
手
を
登
録
し
、

川
内
村
の
代
表
と
し
て
襷
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

が
ん
ば
れ
「
希
望
ふ
く
し
ま
」

　

川
内
村
代
表
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

がんばれ「希望ふくしま」第26回福島駅伝 11月16日開催

西山　望（小野高１年） 遠藤健次（川内中３年） 猪狩拓未（川内中２年）

　今年こそは、走りたいという気持ち

を持って、毎日練習を頑張ってきまし

た。もし、選ばれることができれば一

生懸命走るので応援よろしくお願いし

ます。

　私は、今回のふくしま駅伝に希望ふ
くしまチームで出れてとても嬉しいで
す。
　昨年のふくしま駅伝でレギュラーに
なり走りましたが、今回もレギュラー
メンバーに選ばれるかは努力しだいと
思うので、これからも人一倍努力して
レギュラーになり、走りたいので応援
よろしくお願いします。

　９月20日に初めてチームの顔合わせ、

合同合宿が行われました。それからは

各地域で練習を重ね、10月５日の選考

レースに出場し、競い合うことができ

ました。ふくしま駅伝まであと少しな

ので、しっかりトレーニングをして、

いい結果が出せるようにがんばります。

三瓶将哉（川内中２年） 若松聖也（川内中１年）

　僕は、この大会でこれまでやってき

た練習の成果をしっかり生かし、苦し

くても最後まであきらめないと言う気

持ちを強く持ちやって行きたいと思い

ます。走るときは無我夢中で、周りを

気にせず走りきり、タスキを絶対につ

なぎ上位目指して頑張ります。

　僕は、自分でロードを走りこんだり、

学校でインターバルやいろんな練習を

して、レギュラーを勝ち取り、ふくし

ま駅伝ではどんなに辛いところでも全

力をつくしがんばります。

小松良平
（いわき市消防本部）

　川内村の代表として、福島県、そし

て川内村に元気と笑顔が届けられるよ

うな走りをしてきます。「全力play本気

でやれば世界が変わる」がモットーで

す！応援よろしくお願いします。
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　　第３回中央学級が開講されました　　
　

健
康
で
明
る
く
生
き
が
い
の
あ

る
人
生
を
見
出
す
た
め
、
仲
間
づ

く
り
や
、
学
習
の
成
果
を
社
会
活

動
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
10

月
２
日
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
健
康
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
第
３
回
中
央

学
級
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

長
崎
大
学
医
学
部
准
教
授 

中な
か
が
い
ち

垣
内

真ま

さ

き樹
先
生
に
よ
る
「
楽
し
い
運
動

か
ら
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て
の

講
話
と
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
実

技
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
か
ら
意
識
を
し
て
体

を
動
か
す
こ
と
と
、
普
段
与
え
な

い
と
こ
ろ
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
運
動
を
習
慣
化

す
る
活
動
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
の
講
話
の
後
、
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
・
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
川
内
小
唄
の
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
マ
ス
目
の
マ
ッ
ト
の
上
で
ス

テ
ッ
プ
運
動
し
、
笑
顔
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

次
回
中
央
学
級
を
11
月
４
日

（
火
）
に
開
催
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
村
民
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
25
日
、
長
野
県
長
野
市
に
あ
る
更

級
（
さ
ら
し
な
）
農
業
高
校
の
２
年
生

１
４
５
人
が
、
修
学
旅
行
で
川
内
村
を
訪

れ
、
被
災
地
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

い
わ
な
の
郷
体
験
交
流
館
で
は
、
遠
藤

村
長
に
よ
る
復
興
状
況
に
つ
い
て
の
講

演
や
、
秋
元
美
誉
さ
ん
の
農
業
に
関
す
る

講
演
を
聞
き
、
講
演
後
に
は
、
昨
年
の
文

化
祭
で
川
内
村
産
の
農
産
物
を
販
売
し

て
得
た
収
益
金
を
義
援
金
と
し
て
贈
呈

し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
収
穫
時
期

を
迎
え
た
水
田
や
、
震
災
後
に
完
成
し
た

植
物
工
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
19
日
に
更
級
農
業
高
校
で

行
わ
れ
た
文
化
祭
で
は
、
昨
年
同
様
川
内

村
産
の
農
産
物
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

長野県立更級農業高校が修学旅行
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　本村の発展に貢献された渡邊一二氏が88歳を迎えられ、

議員活動等の功績に対し旭日単光章を受章されました。

　受章伝達式は、9月30日に自宅で行われ、遠藤村長から

一二さんへ手渡されました。地域住民の熱望と信頼を集め、

村勢の進展と住民福祉の向上にご尽力された功績が認めら

れたものです。

　栄えある叙勲受章、誠におめでとうございました。

【公職歴】

川内村議会議議員　（３期　12年）

川内村議会産業建設常任副委員長（１期　４年）

川内村議会副議長（１期　４年）

　

10
月
11
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

き
ら
り
！
え
ん
旅
番
組
収
録
で
マ
ギ
ー
審
司
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
の
催
眠
術

や
「
耳
が
で
っ
か
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
な
ど
生
で

見
る
愉
快
な
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
（
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
）

に
会
場
が
笑
い
で
盛
り
上
が
り
、
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
は
じ
め
、
関
係
者

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　９月28日に川内小学校で開催されました

「ふたばワールド2014inかわうち」で、憩い

の場所として「カエルと森の学校のふたばカ

フェ」が開設されました。

　郡内はもとより、懐かしい参加者の交流の

場として多くの利用をいただきました。開設

者である、ふたば教育復興ビジョン推進協議

会長武内敏英氏（大熊町教育長）からカフェ

の収益金（105,150円）が川内小学校に贈呈

されました。川内小学校の教育充実のため活

用されます。

叙勲受章（渡邊一二）

左から猪狩省三副会長（葛尾村教育長）・武内敏英会長（大

熊町教育長）・ワーキンググループ代表秋元正教育長・塙

広治川内小学校長・武内雅之教頭

渡邊一二 氏（元村議会議員）が叙勲受章

双葉教育復興ビジョン推進協議会から川内小学校へ収益金の贈呈

マ
ギ
ー
審
司 

ミ
ニ
ラ
イ
ブ

耳
が
で
っ
か
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
!!
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に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

家
屋
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
時
は

連
絡
を
！

　

平
成
26
年
中
に
住
宅
や
物
置
を
取
り
壊
し

た
場
合
に
は
「
家
屋
滅
失
申
告
書
」
を
住
民

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
家
屋
滅
失
申

告
書
は
住
民
課
窓
口
に
備
え
て
お
り
ま
す
。）

　

申
告
後
、
住
民
課
で
現
状
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
を
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て

は
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

川
内
村
役
場　

住
民
課
税
務
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４

平
成
26
年
度
福
島
県
狩
猟
解
禁
に

つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
平
成
26
年
11
月
15
日
か
ら

平
成
27
年
２
月
15
日
（
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
11
月
15
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
15
日
）
ま
で
が
狩
猟
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

福
島
県
で
狩
猟
者
登
録
を
行
っ
た
者
は
、

土
砂
災
害
危
険
個
所
・
警
戒
区
域

等
の
お
知
ら
せ

◆
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
、
福
島
県
が
調
査

を
実
施
し
公
表
し
て
い
る
大
雨
や
地
震
の
時

な
ど
に
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

◆
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域

に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
は
、
福
島
県
が
土
砂
災
害
防
止
法

に
基
づ
き
、
指
定
・
告
示
し
た
区
域
で
す
。

◆
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　

が
け
崩
れ（
急
傾
斜
地
の
崩
壊
）、土
石
流
、

地
す
べ
り
の
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
区

域◆
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
中
で
、
建
築
物
に

損
壊
が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

・
土
砂
災
害
危
険
箇
所

　

『
福
島
県
河
川
流
域
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
』

　

http://kaseninf.pref.fukushima.

　

jp/gis/

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

　

『
福
島
県
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

　

箇
所
』

　

http://www4.pref.fukushima.jp/　

　

sabou/newmain.html

こ
の
期
間
に
狩
猟
可
能
区
域
に
つ
い
て
、
狩

猟
鳥
獣
を
対
象
に
定
め
ら
れ
た
猟
法
に
よ
り

狩
猟
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

狩
猟
を
さ
れ
る
方
は
、
法
令
を
遵
守
、
安

全
第
一
と
マ
ナ
ー
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
県
原

子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
を
踏
ま
え
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

○
狩
猟
者
の
方
へ

・
山
林
で
は
森
林
施
業
、
工
事
及
び
測
量
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
発
砲
に
際

し
て
は
矢
先
の
安
全
を
十
分
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○
農
作
業
等
で
入
山
さ
れ
る
方
へ

・
入
山
さ
れ
る
際
に
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

音
の
鳴
る
も
の
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
山
さ
れ
る
際
に
は
、
迷
彩
服
な
ど
は
で

き
る
だ
け
避
け
、
目
立
つ
服
装
（
オ
レ
ン

ジ
色
の
帽
子
な
ど
）
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

福
島
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課

　


０
２
４-

５
２
１-

７
２
１
０

対象地区 日時 場所

第１行政区 平成26年　11月４日（火）

午
後
６
時
30
分

第１区集会所

第２行政区 平成26年　11月６日（木） 第２区集会所

第３行政区 平成26年　11月７日（金） 第３区集会所

第４行政区 平成26年　11月11日（火） 第４区集会所

第５行政区 平成26年　11月12日（水） 第５区集会所

第６行政区 平成26年　11月17日（月） 西山集会所

第７行政区 平成26年　11月18日（火） 第７区集会所

第８行政区 平成26年　11月20日（木） 五枚沢集会所

　原子力発電所事故から約３年半が経過し、村内生

活者が1,500人程度まで回復しましたが、依然とし

て原子力発電所事故の後遺症が大きく、川内村での

生活に影響を及ぼしております。そのような中で、

行政として原子力発電所事故以前の状態に復旧復興

するために鋭意努力をしておりますが、さらなる事

務事業推進の為に村民の皆さんからのご意見を拝聴

し、行政運営に反映させることを目的に開催いたし

ます。

行政懇談会開催についてのお知らせ
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11
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

11
月
13
日
（
木
）、
27
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

②
郡
山
市　

稲
川
原
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

11
月
12
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

③
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

11
月
12
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

11
月
16
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

11
月
16
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

年
金
だ
よ
り

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方

税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社

会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、 

11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水
検
査
を

希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
福
島
県
食

肉
衛
生
検
査
所
に
て
飲
料
水
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
10
日
～
平
成
26
年
10
月
10

日
ま
で
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　
　
　
　
　

８
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
件
数　

１
件

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結
果
が
Ｎ

Ｄ
（
検
出
限
界
値
未
満
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界

値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
検
出
限
界

値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条
件
（
測
定
時
間

等
）
に
よ
り
測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果

に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満
で
あ
る
。

水
質
検
査
は
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
1
本
を
毎
週
金
曜
日
の
午
後
４
時
ま
で

役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。　

採
取
場
所
・
月
日
・
時
間
・
天
候
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

埼
玉
県　

中
川　

優
貴　

様

�
 

１
０
、０
０
０
円

長
野
県　

坂
爪　

友
子　

様　
　
　
　
　
　

�

　

２
０
、０
０
０
円

長
野
県　

更
級
農
業
高
校
二
学
年　

様　
　

�

　

３
０
、０
０
０
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
き
た
方
で
、
公
開
に
つ
い

て
確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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営
農
再
開
支
援
事
業
（
除
草
作
業
）

の
完
了
報
告
に
つ
い
て

　

営
農
再
開
支
援
事
業（
田
畑
の
除
草
作
業
）

に
つ
い
て
、
個
人
で
作
業
を
実
施
し
完
了
さ

れ
た
方
は
、
役
場
農
村
振
興
課
農
政
係
窓
口

ま
で
作
業
写
真
を
お
持
ち
の
う
え
、
完
了
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
だ
作
業
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
個
人
で
実
施
さ
れ
る
場
合
の
み
窓
口

に
て
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課　

農
政
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
５

復
興
庁
等
に
よ
る
住
民
意
向
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

復
興
庁
等
に
よ
る
住
民
意
向
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。調
査
票
は
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
回
答
の
う
え
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用

封
筒
に
入
れ
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
下
さ

い
。書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
回
収
に
つ
い
て

　

み
ん
な
で
集
め
て
車
椅
子
を
贈
ろ
う
！

　

た
っ
た
１
枚
の
書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ
で
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
よ
！
と
「
か
わ
う
ち
興

学
塾
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ボ
ッ
ク
ス
」
の
メ
ン

バ
ー
が
教
育
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
子
供
た
ち
は
、
書
き
損
じ
た
ハ
ガ

キ
を
１
枚
で
も
多
く
集
め
て
車
椅
子
を
贈
ろ

う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
展
開
し
て

い
る
も
の
で
す
。　

村
民
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

空
き
家
の
情
報
等
を
募
集
し
ま
す

　

川
内
村
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
進
め
る
上
で
大
変
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
空
き

家
及
び
利
用
し
て
い
な
い
宅
地
の
情
報
を
募

集
し
ま
す
。

　

「
川
内
村
に
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
建
物

が
あ
り
、
管
理
上
困
っ
て
い
る
の
で
借
り
手

を
探
し
て
い
る
。」
な
ど
、
住
宅
に
関
す
る

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
事
務
担
当

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
川
内
村
は
、
空
き
家
情
報
の
紹
介
や
必
要

最
小
限
の
調
整
等
を
行
い
ま
す
が
、
所
有
者

と
利
用
申
込
者
間
で
行
う
、『
交
渉
』・『
売

買
契
約
』・『
賃
貸
借
契
約
』
等
の
法
律
行
為

及
び
こ
れ
に
附
随
し
て
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
等

に
つ
い
て
は
、
一
切
関
与
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

川
内
村
復
興
対
策
課
企
画
政
策
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
２

人
権
相
談
所
の
開
設
の
お
知
ら
せ

　

い
わ
き
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
ご
厚
意

に
よ
り
三
ヶ
月
に
一
度
、
人
権
相
談
所
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

人
権
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
最
初
の
窓
口
と
し

て
、
経
験
豊
富
な
相
談
員
が
相
談
者
に
合
っ

た
解
決
法
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

些
細
な
問
題
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

12
月
の
開
催
日　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
12
月
４
日　

木
曜
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

                 

１
階
小
会
議
室

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-
２
１
１
３

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
11
月
17
日
（
月
）
か
ら
11
月

23
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間
、全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
の
抱
え
る
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
電
話
相
談
の
取
組
を
強
化
し

ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。）
に
お
い
て
も
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期　

間　

平
成
26
年
11
月
17
日
（
月
）
か

ら
同
月
23
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間

■
時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で

　

た
だ
し
、
11
月
22
日
（
土
）
と
同
月
23
日

（
日
）
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で


０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０　

（
全
国
共

通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
合
せ　

　

福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　


０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
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１
対
象
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
～

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

２
支
援
金
額　

保
育
料
な
ど
の
１
／
２
以
内

３
申
請
期
間

　

上
期
分(

４
月
～
９
月)

と
下
期
分(

10
月

　

～
３
月)

の
２
回
に
分
け
て
申
請

４
上
期
分
の
申
請
期
限

　

平
成
26
年
11
月
28
日(

金)

ま
で

５
申
請
書
等

　

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

か
わ
う
ち
保
育
園

　


０
２
４
０-

３
８-

２
２
３
１　

防
火
水
槽
の
除
染
実
施
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
防
火
水
槽
の
汚
染
状
況
調
査
等

の
結
果
に
よ
り
、
防
火
水
槽
の
除
染
を
行
い

ま
す
。
作
業
の
た
め
の
車
の
駐
車
や
、
運
搬

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
除
染
係

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
４

第
13
回
双
葉
地
方
広
域
消
防
職
員

意
見
発
表
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

「
全
力
で
双
葉
郡
を
守
る
」
火
災
・
救
急
・

救
助
、
災
害
活
動
の
最
前
線
で
戦
う
若
き
消

防
隊
員
の
心
の
声
を
お
聞
き
下
さ
い
。

■
日　

時　

平
成
26
年
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　

所　

広
野
町
公
民
館
２
階
大
会
議
室

◆
発
表
者　

消
防
職
員
５
名

◆
主　

催　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部

◆
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す

■
問
合
せ　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部　

総
務
課

　


０
２
４
０-

２
５- 

８
５
２
３

※
来
場
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
予
め

上
記
問
合
わ
せ
先
へ
人
数
等
の
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

相
双
地
域
ポ
ー
タ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
相
双
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
に
お
け
る
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
開
始
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
９
月
24
日
か
ら
、「
相
双
ビ
ュ
ー

ロ
ー
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
定
期
的

に
お
届
け
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

◎
相
双
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
観
光
情

報
（
グ
ル
メ
、
お
菓
子
な
ど
）
お
届
け

　

◎
毎
週
水
曜
日
発
行

　

◎
「
相
双
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://yumesoso.jp

）
の
登
録
画
面
か

ら
登
録
。
ま
た
、
相
双
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
皆

様
か
ら
の
相
馬
・
双
葉
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
つ
く
し
ま
Ｖ
Ｓ
Ｔ 

相
双
支
部 

田
中

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

sosojoho@yumesoso.jp


０
２
４
４-

２
６-

３
１
６
０

避
難
保
育
園
児
等
の
支
援
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
現
在
で
、
居
住
制
限
区

域
及
び
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
住
所
を

有
し
、
村
外
へ
避
難
し
、
保
育
園
・
幼
稚
園

等
に
入
園
さ
れ
て
い
る
保
護
者
へ
、
保
育
料

負
担
額
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

福
島
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

報
告
会
の
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
か
ら
２
週
間
、
学
生
９
名
が
川

内
村
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
際
に
川
内
村
で
学
ん
だ
こ
と
を
報

告
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
24
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所　

い
わ
な
の
郷
交
流
館　

ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

■
問
合
せ　

福
島
大
学
ふ
く
し
ま
未
来
学
推

進
室　


０
２
４-

５
０
４-

２
８
５
０

　帰還困難区域の特別通過交通制度の運用におい

て、通過交通する車両については、原子力災害現地

対策本部が用意するステッカーを車体の側面等、部

位を特定の上、外形的に判別可能な場所に貼ること

となっております。

　平成26年９月15日（月）付けの当該制度の改正に

より、国道６号及び県道36号の通過交通の運用が変

更され、当該区間の走行については、ステッカーが

不要となりました。

　つきましては、これまで国道６号（双葉町側）～

国道６号（富岡町側）／国道６号（双葉町側）～県

道36号ルートの通行に使用されていたステッカーに

ついて、11月28日（金）までに川内村役場（復興対

策課）へご返却くださいますよう、よろしくお願い

致します。

■問合せ　

川内村復興対策課

0240-38-3804

帰還困難区域の特別通過交通制度における
不要ステッカーの今後の取り扱いについて
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お知らせ◆

　相馬税務署では、雑損控除や賠償金の申告相談を次のとおり行っております。

　相談会場　ビアフレスコ内申告相談会場

　相談期間　平成26年９月29日(月) ～11月28日(金)※土・日・祝日を除きます。

　受付時間　午前９時30分～午後４時

　平成22年分から平成25年分の所得税の確定申告・納付等については、平成27年３月31日（火）ま

でに手続をお願いしておりますが、来年の確定申告期は相談会場が大変混雑すると見込まれます。

　手続がお済みで無い方は、是非とも、この機会のご相談をおすすめいたします。

　申告相談に当たっては事前のご予約をお願いしております。

　まずは相馬税務署又は最寄りの税務署まで電話等によりご連絡ください。

　　相馬税務署　0244－36－3111

　　※電話は、自動音声案内に従って「0」番を選択してください。

　 ※電話によるご相談とご予約は、平日の午前９時から午後５時まで受け付けております。

原発事故により被害を受けられた方へ

自衛隊福島地方協力本部では、次のとおり学生を募集します。		

募 集 項 目 陸上自衛隊高等工科学校生徒

応 募 資 格

15歳以上17歳未満の男子 

  （中卒又は中学卒業見込含） 

  （年齢基準：平成27年４月１日現在）

募 集 人 員
約260名（�※平成26年度募集人員につきましては、決定し次第、自衛官募集ホー

ムページ等でお知らせします。）

受 付 期 間 平成26年11月１日（土）～平成27年１月９日（金）　

試 験 期 日
１次：平成27年１月24日（土） 

２次：平成27年２月７日（土）

受 験 会 場
１次試験 ： 南相馬市労働福祉会館　 

２次試験 ： 陸上自衛隊郡山駐屯地

試 験 内 容

１次：筆記試験 

　　　　（国語、社会、数学、理科、英語） 

　　　　択一式・マークシート 

　　　　（内容は中学校卒業程度） 

　　　　作文（500字程度） 

２次：口述試験及び身体検査

合 格 通 知 時 期
１次 ：平成27年１月30日（金） 

最終：平成27年２月20日（金）

入 校 時 期 平成27年４月上旬

受 験 案 内 自衛隊相双地域事務所で配布しています。

■申込み・問合せ	 　自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所
　〒 975-0033　南相馬市原町区高見町１丁目 142-2
　電話・ＦＡＸ　０２４４－２３－４７１２

平成26年度　陸上自衛隊高等工科学校生徒募集案内
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◆お知らせ

芸文協からのお知らせ
　川内村芸術文化団体連絡協議会では、協議会所属の下記６団体（クラブ、サークル）が会員を

募集しております。見学・体験してみませんか、歓迎いたします。

■問合せ　公民館（生涯学習係）　　３８－３８０６

団　体　名 活　動　日　・　練　習　日 活動・練習場所

俳 句 会 第４水曜日　午後２時から 第６区集会所

書 道 ク ラ ブ 関心のある方は問い合わせください

大 正 琴 ク ラ ブ 第２・第４土曜日　午後１時から コミセン

柔 和 会 毎週月曜・金曜日　午後７時から コミセン

太極拳天山の会 第２・第３・第４土曜日　午前９時30分から コミセン

フラ川内サークル 毎週水曜日　午後７時から コミセン

クラブ等の事情により開催日が変更となる場合がありますのでご了承ください。

拉
致
問
題
解
決
未
だ
風
は
秋�

安
志

居
心
地
ど
う
指
先
の
赤
ト
ン
ボ
　
　
　   

〃

夏
の
月
都
会
の
空
は
小
さ
く
て�

美
智
子

夕
涼
み
心
は
い
つ
も
古
里
に
　
　
　  

　
〃

新
涼
や
赤
シ
ャ
ツ
が
好
き
外
出
す�

き
い
ち

畦
道
を
化
粧
す
る
如
野
菊
か
な
　
　
　  

〃

畑
仕
舞
ひ
ま
が
り
ひ
と
つ
も
余
さ
じ
と�

花
子

四
つ
目
の
老
眼
鏡
や
秋
の
暮
　
　
　
　   

〃

校
庭
を
子
等
と
行
き
来
の
ア
キ
ツ
か
な�

英
水

十
六
夜
の
月
東
京
タ
ワ
ー
を
点
し
け
り   

〃

鶏
頭
を
三
種
絡
げ
て
農
の
市�

美
穂

秋
風
や
義
父
が
遺
せ
し
種
い
ろ
い
ろ 

　  

〃

◇　
　
　
　
　
　
　
　

◇

夏
の
月
の
句
。
作
者
は
未
だ
東
京
に
避
難
さ
れ
た
ま
ま
。

「
東
京
に
は
ほ
ん
と
の
空
が
な
い
」
と
詠
っ
た
智
恵
子
と
、
同

じ
阿
武
隈
山
系
の
麓
で
生
ま
れ
育
っ
た
作
者
。
ビ
ル
群
に
区
切
ら

れ
た
東
京
の
空
に
、
煤
け
た
夏
の
月
を
見
上
げ
た
時
、
思
わ
ず
吐

露
さ
れ
た
句
と
想
像
し
ま
す
。

折
し
も
今
は
秋
。
限
り
な
い
秋
晴
れ
の
空
の
下
へ
、
早
く
お

帰
り
な
さ
い
。

そ
し
て
共
に
良
い
句
作
り
を
致
し
ま
し
ょ
う
。�
花
子

川
内
俳
句
会 

九
月
句
会

年末調整説明会の開催について
　11月に福島県内各税務署において、平成26年分年末調整説明会の開催を予定しています。

　詳しくは、源泉徴収義務者あてに送付しています、年末調整関係書類をご確認ください。

　なお、年末調整関係書類については、税務署にお届けのある住所あてに送付していますので、まだ送付され

ていない方につきましては、相馬税務署法人課税第一部門☎０２４４-３６-３１１１（音声案内で「２番」

を選択してください。）までお問い合わせ願います。

相馬税務署からのお知らせ
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お知らせ◆　社会福祉協議会◆

消防署からのお知らせ

＜消 防 署 連 絡 先＞
◇浪江消防署 0240-38-2119

●暖房器具周辺には物をおかない。

●寝たばこは絶対にしない。

●火元からはなれない。

１１月９日～１５日まで
秋の全国火災予防運動

住宅防火【いのちを守る３つの習慣】

　火災が発生しやすい季節
を迎えます。住民一人一人
火の取り扱いには十分気を
つけてお過ごしください。

が実施されます！

◇富岡消防署　0240-25-2119

川内村赤十字奉仕団活動

　9月28日に開催された「ふたばワールドinか

わうち」において、川内村赤十字奉仕団の皆さ

んが炊き出し訓練を披露しました。非常食用の

アルファー米と具材にお湯を入れ20分程で出来

上がり。100食分があっという間になくなりま

した。

　10月７日（火）郡山市若宮前仮設住宅川内集会所

を会場に、日本赤十字社福島県支部の主催、日赤川内

村分区、日赤郡山市地区、郡山市赤十字奉仕団、若宮

前仮設住宅自治会の共催により『にこにこ健康教室』

が開催されました。富田地区の仮設住宅にお住まいの

方29名が参加され、「生活習慣病予防」の講話に続き、

生活に役立つ技術として、楽な床からの立ち上がり方・

自宅での足湯の仕方・ホットタオルの作り方・AED

の使い方などを学びました。

　昼食後、フラワーアレンジメント体験やリクライ

ゼーションの仕方

を学び、楽しいひと

時を過ごしました。

　会員の親睦と融和を深めながら、スポーツの振

興と健康増進による生きがいづくりの推進を図る

ことを目的に、10月10日６区西山グランドにお

いて、55名の会員の参加のもと開催され、お互い

の腕前を競い合いました。

　大会結果は次の通りです。（敬称略）

総　　合：優勝　渡辺トミ子　準優勝　渡邉善範

　　　　　第三位　猪狩和子

男子部門：第１位 渡邉善範　第２位 遠藤克雄　

　　　　　第３位 西山政秋　　　　　

　　　　　第４位 市村明　第５位 西山光熈

女子部門：第１位 渡辺トミ子 第２位 猪狩和子 

　　　　　第３位 五十嵐朝子

          　第４位 中西文子　第５位 小野悦子

第５回 川内村老人クラブ連合会長杯
グラウンドゴルフ大会結果

赤十字にこにこ健康教室が開催されました
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◆社会福祉協議会

　この事業は県老人クラブ連合会より村老人クラブ連合会が今年度指定を受け行うもので、家の

中で閉じこもりがちな高齢者（対象はひとり暮らしまたは高齢者夫婦世帯）を、老人クラブ会員

が中心となり友愛訪問活動やふれあいの場を企画し、高齢者同士のふれあいや見守り活動に取り

組むことが目的です。2ヵ所で高齢者ふれあい・いきいきサロンとタイアップして実施しました。

　9月11日1区集会所において、福島大学生10名程がボランティアで高田島に伝わる郷土料理『し

ら』づくりに協力、参加者は健康体操やカーリンコンで体を動かした後、全員で『しら』を食べ

ました。

　9月25日3区山村活性化支援センターにおいて開催されたふれあいいきいき芋煮会には44名の

参加があり、体を動かした後の昼食の芋煮とおにぎりに会話がはずみ楽しいひと時となりました。

ふれあいの場活動（やさしさ地域友愛ネットワーク事業）開催

次の方から、ご寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

＊ご遺志金　

・青山豪夫様（ 林 ） 

　　故青山ハナ様ご遺志

・菅波敏春様（堂小屋）

　　故菅波キミ子様ご遺志

＊一般ご寄付

・望月威男様（静岡市）　

　　㈱イシフクフタバ会長

・望月隆司様（田村市）�

　　㈱イシフクフタバ代表取締役

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合いの

機会を持つ、ふれあい・いきいきサロンの11月の予定

についてご案内します。対象地区の高齢者であれば、

どなたでも参加できますので、お気軽にご参加くださ

い。

期日・場所

11月13日（木）午前10時　１区集会所

　　　　　　　　　　　１区高齢者対象

11月21日（金）午前10時　３区山村活性化支援センター

　　　　　　　　　　　２区・３区・４区高齢者対象

高齢者ふれあい・

いきいきサロンのご案内
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社会福祉協議会◆ 保健コーナー

　小児健診は、長引く避難生活や放射線への不安などがお子様の健康に様々な影

響を及ぼすのではないか、と懸念されることから、疾病の早期発見、早期治療の

ために行っているものです。

　受診可能日は、平成26年12月までの診療日（開院日）となっております。

　冬期は感染症や予防接種等により医療機関の混雑が予測されるため、お早めに

受診されることをお勧めいたします。

　対象者：�平成23年度時指定避難区域の住民で、平成11年４月２日から平成26年４月１日までに生

まれた方　（０歳～６歳及び小学１年生～中学３年生）

　費　用：無料

　　※�受診できる医療機関など、詳しくは対象の方にお送りしている「小児健康診査」に関するお知

らせをご覧ください。

■問合せ　福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

　０２４－５４９－５１３０　（土日祝日を除く９:00～17:00）

～今年度の受診期間も残りわずか！～

小児健診は受診されましたか？

　子育て中の親や子どもに関心のある方々が、気

軽に・無理なく・楽しく・自由に参加し、子ども

に関する情報交換や親同士の交流を行い、育児に

対する不安や負担の軽減を図ります。

　日時　11月６日（木）午前10時～午前11時30分

　　　　11月20日（木）午前10時～午前11時30分

　場所　五社の杜サポートセンター

　11月19日（水）午前９時～11時30分までを受付時間として、

複合施設「ゆふね」で民生児童委員が相談に応じます。日頃の

生活でお困りの事など相談は何でも結構です。秘密は固く守り

ますので、お気軽にご相談ください。

心配ごと相談所
11月予定

子育てサロンのご案内
～子育て中の方たちが仲間を
作り支え合う場です～

　福島市の一般社団法人「体と心の再生会」代表横

田智彦さんが、川内村民の方々を対象に整体・マッ

サージを行っています。

日　程 場　所 時　間

11月10日（月）
３区山村活性化

支援センター

午前10時 ～ 12時

午後１時 ～ ３時

11月17日（月） ５区集会所
午前10時 ～ 12時

午後１時 ～ ３時

これまで、１年５カ月にわたり、整体・

マッサージボランティアとして活動して

いただきましたが、11月で終了となり

ます。

整体･マッサージボランティア
11月予定と終了のお知らせ
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　今、地域には認知症高齢者など判断能力が十分でない方の権利や財産を守り、悪徳商法などの被害

にあわないようにするための公的な仕組みとして「成年後見制度」や「日常生活自立支援事業」があ

ります。

成年後見制度 日常生活自立支援事業

主
な
内
容

◇�財産管理（預貯金の管理、不動産などの処

分、財産に関する助言や支援）をします。

◇�身上監護（介護・福祉サービスの利用や施

設への入退所の契約、費用支払い、日常生

活上の契約などの支援）をします。

上記◇について、本人の判断能力の程度に応じて

家庭裁判所に選任された後見人などがサポートし

ます。

◆�介護・福祉サービスの情報提供や契約援助

をします。

◆�日常的な金銭管理（税金・保険料、公共料金、

家賃の支払い、年金の受け取りなど）の支

援をします。

◆�大切な書類（預貯金通帳、印鑑、有価証券、

年金証書など）の保管をします。

上記◆について、社会福祉協議会の生活支援員が

サポートします。

利
用
の
仕
方

本人、配偶者、四親等内の親族、任意後見受

任者が、家庭裁判所へ申し立てます。

※�申し立てる親族がいない場合は市区町村長が申

し立てることができます。

本人や家族などが住所地の社会福祉協議会に

申し込むと、利用者の希望と状況に応じた支

援計画が作成され、これに基づき援助が提供

されます。

費　

用

申立手数料や登記費用、鑑定費用などを合わ

せて10万円前後（本人の支払い

能力や契約内容により異なりま

す）かかります。

支援計画作成までは無料です。利用開始後は、

１時間1,000円の利用料がかかります。

※生活保護受給者は無料。

※�本人の支払い能力によって減免される場合もあ

ります。

川内村地域包括支援センターは、高齢者等に関わるさまざまな相談を受付けております。

■問合せ　複合施設ゆふね内　０２４０－３８－２９４１

こんにちは　地域包括支援センター　です。

（高齢者の尊厳と権利を守りましょう）

いきいき教室

　太田熱海病院の支援をいただき、転倒予防等

の介護予防教室を実施しています。

　いつまでも元気で過ごすために、みんなで楽

しくワイワイと体を動かしませんか？

場�所・日程

　若宮前20仮設集会所　11月14日(金)

　あさかの杜ゆふね　　 11月17日(月)

時　間　午後１時20分～３時

対　象　65歳以上の方ならどなたでも

持ち物　�タオル１枚・水分補給のための飲み物

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

　☎３８－２９４１

みんなで楽しく体と頭の体操教室

　各集会所で体操教室を開催しております。い

くつになっても元気で楽しい生活を続けられる

ように、皆さんと楽しみながら体と頭の体操を

行っておりますので、お気軽にご参加ください。

場所・日時

五社の杜サポートセンター

　11月13日（木）午前10時～11時30分まで

７区集会所

　11月13日（木）　午後１時30分～３時まで

内　容　運動・頭の体操・レクリエーション

対象者　おおむね65歳以上の方ならどなたでも

持ち物　飲み物
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インフルエンザ予防接種のお知らせ
　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスに感染するとよって起こるものです。インフルエン

ザにかかった人が咳やくしゃみなどをすることにより、ウイルスが空気中に広がり、それを吸い込む

ことで感染します。インフルエンザの流行は、通常、初冬から春先にみられますが、ときには春期、

夏期にもみられます。典型的なインフルエンザの症状は、突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などで、

のどの痛み、咳、鼻水などもみられます。普通の風邪に比べて全身症状が強いのが特徴です。気管支

炎や肺炎などを合併し、重症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。

　インフルエンザの予防にはワクチン接種が有効です。川内村国民健康保険診療所ではインフルエン

ザ予防接種を実施しております。

〇�65歳以上の方(村内に住所のある人)は、村からの補助金により０円で接種できます（１

回目のみ）。

　※対象期間はＨ26年12月25日までとなります。

〇小児・小・中・高生及び一般(村内に住所のある方)の料金は2,600円です。

　※13歳未満の方は２回接種となります。２回目の料金は2,100円です。

〇川内村民以外の方の料金は4,000円です。

　※双葉郡内の65歳以上の方は補助対象により０円で接種できます(１回目のみ)

※�インフルエンザ予防接種に伴う副反応として、注射の跡が赤みを帯びたり、腫れたり、痛んだりす

ることがありますが、通常２～３日のうちに治ります。また、僅かながら熱が出たり、寒気がしたり、

頭痛、全身のだるさなどがみられたりしますがそれも２～３日で治ります。

　なお、心配な場合はお気軽にご相談ください。

詳しくは、川内村国民健康保険診療所　0240-38-2009　までご連絡ください。

　平成26年４月からの消費税増税への対応策である「２つの給付金」、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時

特例給付金の申請を受付しています。給付を希望される方は申請期間内の申請を宜しくお願いします。（子

育て世帯臨時特例給付金について、公務員の方は所属庁から申請書が届きますのでご注意ください。）

○申請受付期限　平成26年12月26日まで

○給　 付 　額　・臨時福祉給付金　

　　　　　　　　　給付対象者１人につき　１万円
　　　　　　　　　給付対象者の中で下記に該当する方は　５千円　を加算

　　　　　　　　　　老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者など

　　　　　　　　　　児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

　　　　　　　　・子育て世帯臨時特例給付金　

　　　　　　　　　児童手当受給対象児童１人につき　１万円　　

○申請にあたって

　・申請に必要な書類を忘れず添付してください。（対象者全員分の本人確認書類、口座確認書類、押印等）

　・給付を受けることのできる給付金はどちらか１つとなりますのでご注意ください。

※�修正申告や新たに申告をされて非課税となった方も臨時福祉給付金の対象となる可能性がありますので

ご不明な点はご連絡ください。

■問合せ　保健福祉課　保健福祉係　０２４０－３８－２９４１

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請について
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精神障がいへの理解を深めるために研修会を開催します。
　こころの病気は、誰でもかかる一般的な病気ですが、誤解や偏見・差別を受けやすく、多くの方々が

苦しんでいます。

　こころの病気や障害があっても、どこででも、安心して、自分らしく暮らしていけるように理解を深

め、一緒に考えてみませんか。

日　　時　平成26年11月10日（月）　13：30～15：00（受付13：00～）

場　　所　福島県立テクノアカデミー浜　101教室

　　　　　住所　南相馬市原町区萱浜字巣掛場45-112　０２４４－２６－１５５５

内　　容　講演　「精神疾患や精神障がいに対する偏見と普及啓発活動～地域社会での取り組み～」

　　　　　　　　講師　東北福祉大学　総合福祉学部　社会福祉学科　菅原　里江　氏

　　　　　当事者からの話

　　　　　　　　「心の病を体験した当事者の思い」

　　　　　　　　　東北福祉大学　メンタルヘルスプロモーションセンター内

　　　　　　　　　仙台スピーカーズビューロー　メンバー

　　　　　※�スピーカーズビューローとは、統合失調症などを体験した当事者自身が、自分の体験や思

いを話し、こころの病気に関する正しい知識の普及を推進していく活動です。

対 象 者　関心のある方どなたでも

参 加 費　無料

申込期限　平成26年11月６日（木）

■申し込み・お問い合わせ

　福島県相双保健福祉事務所　障がい者支援チーム　０２４４－２６－１１３２

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ
　今回は、４月から甲状腺外来(外科外来)の診療を担当しております、非

常勤医師　大河内千代(おおこうち　ちよ)医師から甲状腺についてお知ら

せいたします。　

　今年の４月から月２回の甲状腺外来を担当しています大河内千代です。

　甲状腺はのど元にあり、重さは約20ｇ、代謝に係る臓器の１つです。直

接のぞいて見ることはできないので、エコー検査や断層撮影、採血検査な

どを組み合わせて、バセドウ病や慢性甲状腺炎などの機能性疾患や副甲状

腺疾患等の有無を確認します。

　広大な田村地方をカバーする病院の一員として、地域の皆様のご期待に

応えられるよう努めて参ります。気になる症状やご心配なことがあればお

気軽にご相談ください。

甲状腺外来(外科外来)の
診療日及び受付時間

 診 療 日:第１、第３水曜日
 受付時間:午前1:30～12:00
　　　　　午後1:00～3：00

大
河
内 

千
代
医
師

はつらつ教室－介護予防運動教室－のおしらせ
　10月から３か月間、介護予防のための運動教室を開催しています。ひらた中央病院か

らリハビリ専門の先生をお呼びして、運動の方法やコツを教えていただきます。楽しく

運動をして元気な体つくりをしませんか。ご希望の方は事前申し込みをお願いします。

日程　毎週火曜日（11月４日、11日、18日、25日）

時間　午前10時から11時30分

場所　ゆふね　保健指導室　（希望者には送迎あり）

■問合せ・申し込み先　川内村複合施設ゆふね　保健福祉課　☎０２４０－３８－２９４１
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休　日　当　番　医　〈11月〉

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●田村方面休当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電　話

11/2 三春病院 内科･外科･整形外科･他 三春町六升蒔50 0247-62-3131
11/3 大久保クリニック　　 心療内科･神経科･内科･他 田村市船引町船引字扇田211 0247-82-2555
11/9 島貫整形外科 整形外科･内科･外科、他 小野町小野新町字中通156 0247-72-2722
11/16 青山医院　　 外科･内科･脳神経外科 田村市常葉町常葉字荒町48 0247-77-2015
11/23 矢吹医院　　 小児科･内科･皮膚科 三春町字中町28 0247-62-3015
11/24 大方病院　 内科･外科･他 田村市船引町船引字南町通111 0247-82-1117
11/30 かみや内科クリニック 内科･小児科 小野町大字小野新町字宿ノ後33 0247-72-3212
12/7 奥秋医院 内科･小児科 田村市船引町上移字町130-2 0247-86-2034

●郡山市休当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電　話

11/2

高松小児科医院 小児科 桑野三丁目18-21 923-1206
渋谷クリニック 内科･小児科 安積町成田字西畑13-1 947-2122
菁莪堂栗山医院 外科･内科･消化器科 開成二丁目23-23 923-5038

11/3

菊池医院 小児科 本町一丁目14-21 932-0154
うさみ内科 内科 大槻町三角田88-2 961-1114
さとう脳神経クリニック 脳神経外科･内科 富田町字稲川原77 990-1770

11/9

いいもり子ども医院 小児科 富久山町久保田字伊賀河原3 990-1241
たるかわクリニック 内科･神経内科 御前南一丁目13 966-3311
八木眼科医院 眼科 堤下町9-7 922-4970

11/16

渡辺美佳子こどもクリニック 小児科 富田町字下亀田1-35 927-8622
折笠医院 内科･胃腸内科 横塚六丁目10-18 944-1199
ゆうわクリニック 内科･外科･皮膚科 大槻町字広町26-7 961-7888

11/23

むかわクリニック 小児科 八山田五丁目79 933-7788
あさかストレスクリニック 心療内科･内科･精神科 安積三丁目341 937-6101
さとう眼科クリニック 眼科 長者一丁目2-10 925-3820

11/24

すみこしこどもクリニック 小児科 本町二丁目11-7 935-5000
てちがわら内科 内科 島一丁目17-3 991-1177
ほり耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 横塚二丁目15-5 941-8733

11/30

緑ケ丘こどもクリニック 小児科 緑ケ丘東三丁目1-3 956-6006
かずま医院 内科･外科 菜根一丁目15-2 934-7750
よつば皮フ科クリニック 皮膚科 富田町字鍛冶田10-1 973-8601

12/7

おおのこどもクリニック 小児科 字賀庄54-1 937-3775
今村ホームクリニック 内科 緑町4-12 922-8999
渡辺皮膚科クリニック 皮膚科 本町二丁目1-12 934-0789

　ゆふね待合室わきに、絵本、紙芝居、

ビデオをおいています。貸し出しを行っ

ておりますので、ぜひお気軽にご利用く

ださい。

今月の

おすすめ絵本は
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 国保診療所より 

内科･歯科休診と
専門医診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診とさせ

ていただきますのでご了承ください。また、専門医による

診察も予定しておりますので、希望の方はご来所ください。

内 

科 

休 

診

11月10日　終　日（内科医師研修のため）

　　17日　終　日（内科医師研修のため）

11月５日　午　前（専門医診療のため)

　　20日　午　後（専門医診療のため）

専
門
医
診
察
日

〇整形外科診察日　11月10日・17日

　　　　　　　　　毎週月曜日　午前のみ診療　

〇眼科診療日　　　11月５日　午前のみ診療

〇内視鏡検査日　　11月６日・20日

　　　　　　　　　午前のみ診療　※要予約制

〇心療内科診察日　11月20日　午後のみ診療

歯
科
休
診
時
間

11月４日　終日（歯科医師不在のため）

　　27日　終日（歯科医師不在のため）

　　28日　終日（歯科医師不在のため）

11月５日　午前（歯科医師不在のため）

※�　上記「休診」と「専門医診療日」は、予定ですので変更する場合も

ありますのであらかじめご了承願います。

　�　変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防

災無線等でお知らせいたします。

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文字を

図案化したもので、 村民の融和

と団結を表し、 村勢の着実な前

進を象徴しています。 

（昭和53年４月制定）

村 民 憲 章
一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 

一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 

一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 

一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 

一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 

 （昭和57年1月14日制定） 

　10月に入り、冷え込んでき

たせいか体調を崩してしまいま

した。デング熱、エボラ出血熱

などが世間を騒がせています

が、単なる風邪と侮らず、健康

に気を使わないといけないと感

じました。インフルエンザの予

防接種も受けようと思います。

� 企画政策係　横田

☆�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

出
生
届
は
14
日
以
内
で
す)

氏　
　

名

お
か
あ
さ
ん

出 

生 

日

住　

所

鈴す
ず

木き　

蓮り
お
と翔

春
香

平
26
・
９
・
８

田
ノ
入

★�

今
月
は
、
死
亡
の
届
出
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
住
民

課
住
民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な
い
方

で
も
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
住
民
課

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　下川内字御所平３番地７　吉澤ユキ子さんは

９月20日に百歳を迎え、９月24日に賀寿の贈

呈式を特別養護老人ホーム　郡山市「下亀田紀

行」にて入所者の皆様に祝福されながら行なわ

れました。県からの賀寿と記念品を相双保健福

祉事務所遠藤康弘健康福祉部長から贈呈され、

川内村からは教育長が賀寿と祝い金が贈呈しま

した。さらに老人クラブ連合会会長や家族の皆

様、入所先の下亀田紀行施設長からもお祝いが

送られました。

　本人から「ありがとうございます」と明るく

元気な感謝の返事をいただきました。

　贈呈式終了後、施設でおこなわれました誕生

会で入所者の皆様と楽しく過ごされておりまし

た。

吉澤ユキ子さんの
100歳を祝福



先
月
号
Ｐ
８
の
「
仮
置
き
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
で
す
が
、
貝
ノ
坂
仮

置
場
は
、
正
し
く
は
鍋
倉
仮
置
場
で
す
。
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
三
瓶
将
也
さ

ん
は
三
瓶
将
哉
さ
ん
の
誤
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今月の主な行事･休日今月の主な行事･休日
燃えるごみ
毎週火金曜日

資源ごみ
毎週水曜日

プラ･ペット･パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･不燃物

霜月
November

土金木水火月日

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

　　不燃ごみ

カン

ビン

　　不燃ごみ

カン

ビン

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

興学塾
子育てサロン 行政懇談会(3区)
行政懇談会(2区)

しあわせクラブ
ほがらかクラブ
東電窓口（川内）
興学塾
いきいきサロン（1区） 

興学塾
子育てサロン 
行政懇談会(8区)

歯科 終日休診
東電窓口（川内）
興学塾 
 
 

午前 眼科
午前 内科・歯科休診
フラダンスサークル 

フラダンスサークル
カラオケクラブ
東電窓口
（稲川原・若宮前）
行政懇談会(5区) 

フラダンスサークル
心配ごと相談
（ゆふね）
 

フラダンスサークル
カラオケクラブ
 
 
 

午前 眼科
午前 内科休診 
 
 

３日（祝）文化の日

23日（祝）勤労感謝の日

24日（月）振替休日

色とりどりの
コンサート
（コミセン） 

大正琴
太極拳 

狩猟解禁
太極拳 

大正琴
太極拳 

粗大ごみ

興学塾
歯科終日休診
はつらつ教室 
行政懇談会(1区)

興学塾
はつらつ教室 
行政懇談会(4区)

興学塾
はつらつ教室 
行政懇談会(7区)

興学塾
はつらつ教室 
 
 

興学塾 
 
 

 

東電窓口
（四倉・郡山南） 

勤労感謝の日 
 
 

立冬
柔和会 

柔和会
いきいき教室
（若宮前） 

柔和会 
いきいきサロン
（3区）

柔和会
歯科 終日休診 
 
 

秋の例大祭　町獅子

文化の日
柔和会 

柔和会
内科終日休診
午前 整形外科
整体ボラ（3区） 

柔和会
内科 終日休診
午前 整形外科
いきいき教室（郡山南）
整体ボラ（5区）
行政懇談会(6区)

 

振替休日
柔和会 
 
 

柔和会
内科終日休診
午前 整形外科 
 
 

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

　

30 赤口

東電窓口の時間・場所は11ページの「11月の賠償金請求に関する東京電力㈱相談窓口の開設」をご覧ください。

1 ２先勝 友引 ３ 先負
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H26.9.30現在 世帯数／1,161世帯（前月比+1）人口／男1,391人（前月比+3）　女1,367人（前月比＋2）計2,758人（前月比+5）


